
JP 2017-137776 A 2017.8.10

10

(57)【要約】
【課題】高圧燃料ホースを短くすることができる燃料噴
射装置を提供する。
【解決手段】
　燃料タンク５内の燃料を、その自重により一時貯蔵す
る補助タンク２に供給し、該補助タンク２内の燃料を、
高圧燃料ポンプ１４により、燃料噴射部４に供給する。
高圧燃料ポンプ１４は、補助タンク２内に設けてもよい
し、補助タンク２とは別体で、かつ、補助タンク２の下
流に設けてもよい。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　燃料タンク内の燃料が、その自重により供給され、該燃料を一時貯蔵する補助タンクを
有し、
　前記補助タンク内の燃料を、高圧燃料ポンプにより、燃料噴射部に供給することを特徴
とする燃料噴射装置。
【請求項２】
　前記高圧燃料ポンプを、前記補助タンク内に設けたことを特徴とする請求項１記載の燃
料噴射装置。
【請求項３】
　前記高圧燃料ポンプを、前記補助タンクと別体で、かつ、補助タンクより下流側に設け
たことを特徴とする請求項１記載の燃料噴射装置。
【請求項４】
　スロットルボデーと、前記補助タンクを構成するケースの一部とを一体に形成したこと
を特徴とする請求項１乃至３の何れか１項に記載の燃料噴射装置。
【請求項５】
　前記高圧燃料ポンプの制御を、デマンドコントロール制御により行うことを特徴とする
請求項１乃至４の何れか１項に記載の燃料噴射装置。
【請求項６】
　前記燃料噴射部に供給する燃料の燃圧を所定値以下とするプレッシャレギュレータを、
前記補助タンクを構成するケースと一体的に形成したことを特徴とする請求項１乃至５の
何れか１項に記載の燃料噴射装置。
【請求項７】
　前記補助タンク内に、補助タンク内の燃料の液面の高さに応じて、回転軸を中心として
回動するフロートを設け、該フロートは、その回動軸と反対側が開口する凹部が形成され
、該凹部内に前記高圧燃料ポンプの少なくとも一部が位置するようにしたことを特徴とす
る請求項１，２，４乃至６の何れか１項に記載の燃料噴射装置。
【請求項８】
　前記補助タンクの外周面にフィンを形成したことを特徴とする請求項１乃至７の何れか
１項に記載の燃料噴射装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、燃料噴射装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、汎用エンジンに用いる燃料噴射装置として、図２３に示すように、燃料タンク１
０２内に設けた高圧燃料ポンプ１０３により、燃料タンク１０２内の燃料を燃料噴射部１
０４に供給し、燃料噴射部１０４より吸気通路１０５内に燃料を噴射する燃料噴射装置１
０１が知られている（例えば特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第４８８１８９１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　前記従来の燃料噴射装置１０１においては、高圧燃料ポンプ１０３により燃料が加圧さ
れるため、燃料タンク１０２内の高圧燃料ポンプ１０３から燃料噴射部１０４への流路を
形成するホースは、燃圧に耐える高圧燃料ホース１０７で形成する必要がある。
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【０００５】
　更に、上記従来の燃料噴射装置１０１では、燃料タンク１０２内に高圧燃料ポンプ１０
３を設けたことにより、高圧燃料ポンプ１０３から燃料噴射部１０４までの経路が長く、
高圧燃料ホース１０７の長さが長くなりコストが増大するという問題があった。
【０００６】
　そこで、本発明は、高圧燃料ホースを、従来の燃料噴射装置１０１と比較して、短くす
ることができ、前記の問題点を解決する燃料噴射装置を提案することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記の課題を解決するために、本願発明は、燃料タンク内の燃料が、その自重により供
給され、該燃料を一時貯蔵する補助タンクを有し、
　前記補助タンク内の燃料を、高圧燃料ポンプにより、燃料噴射部に供給することを特徴
とする燃料噴射装置である。
【０００８】
　また、前記高圧燃料ポンプを、前記補助タンク内に設けてもよい。
【０００９】
　また、前記高圧燃料ポンプを、前記補助タンクと別体で、かつ、補助タンクより下流側
に設けてもよい。
【００１０】
　また、スロットルボデーと、前記補助タンクを構成するケースの一部とを一体に形成し
てもよい。
【００１１】
　また、前記高圧燃料ポンプの制御を、デマンドコントロール制御により行うようにして
もよい。
【００１２】
　また、前記燃料噴射部に供給する燃料の燃圧を所定値以下とするプレッシャレギュレー
タを、前記補助タンクを構成するケースと一体的に形成してもよい。
【００１３】
　また、前記補助タンク内に、補助タンク内の燃料の液面の高さに応じて、回転軸を中心
として回動するフロートを設け、該フロートは、その回動軸と反対側が開口する凹部が形
成され、該凹部内に前記高圧燃料ポンプの少なくとも一部が位置するようにしてもよい。
【００１４】
　また、前記補助タンクの外周面にフィンを形成してもよい。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、燃料タンク内の燃料を、その自重により補助タンクに供給し、補助タ
ンク内の燃料を、高圧燃料ポンプにより、燃料噴射部に供給するようにしたことにより、
前記従来技術のものよりも高圧燃料ホースを短くすることができ、製造コストを削減する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施例１に係る燃料噴射装置を適用したエンジンの概略図。
【図２】本発明の実施例１に係る燃料噴射装置の正面図。
【図３】図２の背面図。
【図４】図２の右側面図。
【図５】図２の左側面図。
【図６】図２の上面図。
【図７】図２の底面図。
【図８】図２のＡ－Ａ線断面図。
【図９】本発明の実施例１に用いる補助タンクで、図７のＢ－Ｂ線断面図。
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【図１０】本発明の実施例１に用いる補助タンクで、図７のＣ－Ｃ線断面図。
【図１１】本発明の実施例１に用いるフロートと高圧燃料ポンプとの位置関係を示す上面
図。
【図１２】本発明の実施例１に用いる補助タンクの他例で、図７のＢ－Ｂ線断面図に相当
する図。
【図１３】本発明の実施例２に用いるフロートと高圧燃料ポンプとの位置関係の一例を示
す上面図。
【図１４】本発明の実施例３に用いる補助タンクの一例の背面図。
【図１５】図１４の右側面図。
【図１６】本発明の実施例３に用いる補助タンクの他例の背面図。
【図１７】図１６の右側面図。
【図１８】本発明の実施例５に係る燃料噴射装置の正面図。
【図１９】図１８の縦断面図。
【図２０】本発明の実施例６に係る燃料噴射装置を適用したエンジンの概略図。
【図２１】本発明の実施例６に係る燃料噴射装置の正面図。
【図２２】本発明の実施例７に係る燃料噴射装置を適用したエンジンの概略図。
【図２３】従来技術に係る燃料噴射装置を用いたエンジンの概略図。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本発明を実施するための形態を図に示す実施例に基づいて説明する。
［実施例１］
　図１乃至図１２は実施例１を示す。
【００１８】
　本発明の燃料噴射装置１は、図１に示すように、汎用エンジンに用いるもので、液体の
燃料を一時貯蔵する補助タンク２と、燃料をスロットルボデー３内に形成され、エンジン
７と連通する吸気通路３ａ内に噴射する燃料噴射部４を有している。以下において、燃料
噴射装置１を汎用エンジンに搭載した状態における上下方向を基にして説明する。
【００１９】
　補助タンク２は、図１に示すように、燃料タンク５より下方の位置に配置され、図１に
示すように、燃料タンク５の下部と、補助タンク２の燃料入口６とが低圧燃料ホース８に
より連結され、燃料タンク５内の燃料が、ポンプ等の圧送手段を用いることなく、燃料の
自重により低圧燃料ホース８を通じて補助タンク２内に供給されるようになっている。
【００２０】
　補助タンク２は、図９，図１０に示すように、上側ケース９ａと、下側ケース９ｂを有
し、こられを連結して上側ケース９ａと下側ケース９ｂの内部に収納空間２ａが形成され
ている。上側ケース９ａと下側ケース９ｂでケース９を構成している。
【００２１】
　収納空間２ａの下部には、燃料入口６の下部に設けられた回転軸１０ａを中心として上
下方向に回動可能にフロート１０が設けられている。フロート１０は燃料に対して浮くよ
うに形成され、燃料の液面の変化に追従して回転軸１０ａを中心として回動するようにな
っている。フロート１０の回転軸１０ａと反対側面には、図１１に示すように、回転軸１
０ａと反対側が開口する凹部１０ｂが形成されている。凹部１０ｂは、その横断面形状が
、後述する高圧燃料ポンプ１４の外周面に沿って回転軸１０ａ側に湾曲する半円以下の円
弧状に形成されている。
【００２２】
　フロート１０の上下回動に伴い、上下方向に移動するバルブ１２が設けられ、このバル
ブ１２の上下移動により、燃料入口６と収納空間２ａを連通する第１流路１３が開閉され
るようになっている。フロート１０とバルブ１２の作動により、収納空間２ａ内の燃料の
液面が一定に保たれるようになっている。
【００２３】
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　また、補助タンク２を設けて、この補助タンク２内に燃料を一次貯蔵することにより、
補助タンク２内で燃料の気液分離を行うことができるため、燃料に含有する気泡（空気の
量）を低減することができ、後述する高圧燃料ポンプ１４により燃料噴射部４に燃料を安
定して供給することができる。
【００２４】
　収納空間２ａ内には、円筒状の高圧燃料ポンプ１４が、フロート１０の凹部１０ｂに少
なくとも一部が位置するように設けられ、高圧燃料ポンプ１４とフロート１０は左右方向
に対向するように設けられている。補助タンク２内の燃料が、フロート１０の下方に設け
たフィルタ１５を介して、高圧燃料ポンプ１４に供給されるようになっている。高圧燃料
ポンプ１４は、第２流路１７を介して、補助タンク２の燃料出口１８と連通している。
【００２５】
　高圧燃料ポンプ１４の流量は、エンジンの回転数に応じて変化できるようになっている
。その制御としては、デマンドコントロール制御により行うことが好ましい。
【００２６】
　第２流路１７の途中で、かつ、フィルタ１５の上方に位置して、燃料噴射部４に供給す
る燃料の燃圧を、所定値以下とするプレッシャレギュレータ２０が設けられている。プレ
ッシャレギュレータ２０の本体部２０ａを、図９に示すように、補助タンク２の上側ケー
ス９ａと別部品で構成してもよいし、図１２に示すように、補助タンク２の上側ケース９
ａと一体に形成するようにしてもよい。上側ケース９ａと一体に形成とした場合には、別
部品としたものと比較して、部品点数が減少するとともに、組み付け性も向上する。
【００２７】
　補助タンク２の上方には、図２～図５に示すように、スロットルボデー３が設けられ、
スロットルボデー３の下端部に、補助タンク２の上端部がボルト２２により一体に連結さ
れている。本実施例では、図７に示すように、スロットルボデー３に対して、補助タンク
２を傾けて固設したが、補助タンク２がスロットルボデー３の下部に固設されていれば、
補助タンク２とスロットルボデー３との関係は、燃料噴射装置１を適用するエンジンにお
ける他の部品との関係により、相対的に並行にしたり、直交にしたり、任意の角度に傾け
て設けるようにしてもよい。
【００２８】
　スロットルボデー３には、図８に示すように、吸気通路３ａが形成され、その吸気通路
３ａを任意の開度で開閉するスロットルバルブ２４が、上下方向の回転軸２４ａを中心と
して回動可能に設けられている。スロットルバルブ２４の下流側には、インジェクタであ
る燃料噴射部４と圧力センサ２７が設けられている。
【００２９】
　燃料噴射部４と補助タンク２の燃料出口１８は、高圧燃料ホース３０により連結されて
いる。
【００３０】
　以上の構成により、本願発明の燃料噴射装置１は、燃料タンク５内の燃料を、燃料の自
重で補助タンク２内に供給するとともに、補助タンク２をスロットルボデー３の下部に設
けたことで、高圧燃料ホースは、補助タンク２の燃料出口１８と燃料噴射部４間を連結す
るホース３０のみに使用すればよく、補助タンク２の燃料入口６と燃料タンク５を連結す
るホース８には用いる必要がなく、燃料タンク１０２内の高圧燃料ポンプ１０３と燃料噴
射部１０４を、高圧燃料ホース１０７で連結する前記従来技術の燃料噴射装置１０１より
も、高圧燃料ホースを短くすることができ、製造コストを削減することができる。
【００３１】
　燃料タンク５内の燃料を、補助タンク２に燃料の自重で供給することで、燃料タンク５
から補助タンク２に燃料を送るポンプが不要となり、構造を簡略化できる。
【００３２】
　補助タンク２内に、高圧燃料ポンプ１４とフロート１０を横方向に対向して設け、フロ
ート１０と高圧燃料ポンプ１４の下方にフィルタ１５を設け、フロート１０と高圧燃料ポ
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ンプ１４の上方にプレッシャレギュレータ２０を設けたことにより、補助タンク２を小型
化するとともに、燃料噴射装置１を小型化することができる。
【００３３】
　［実施例２］
　上記実施例１においては、フロート１０の凹部１０ｂを、その横断面が半円以下の円弧
状に形成したが、高圧燃料ポンプ１４は、その少なくとも一部が、フロート１０の凹部１
０ｂ内に位置するとともに、フロート１０の回転軸１０ａを中心として回動した際に高圧
燃料ポンプ１４と干渉しなければ、凹部１０ｂの形状は任意に設定することができる。
【００３４】
　例えば、図１３に示すように、フロート１０の凹部１０ｂを、その横断面形状が、半円
以上の円弧で、かつ、円の一部を切欠いた形状に形成し、凹部１０ｂ内に高圧燃料ポンプ
１４の全体が位置するようにしてもよい。
【００３５】
　その他の構造は、上記実施例１と同様であるのでその説明を省略する。
【００３６】
　本実施例２においても、上記実施例１と同様の作用、効果を奏する。
【００３７】
　本実施例２では、更に、凹部１０ｂ内に高圧燃料ポンプ１４の全体が位置するようにし
たことにより、フロート１０の浮力を減少させることなく、上記実施例１の補助タンク２
よりも小型化することができる。
【００３８】
　［実施例３］
　補助タンク２のケース９の下部、すなわち、下側ケース９ｂの外周面に、下側ケース９
ｂから外側に突出する放熱用のフィン３１を形成するようにしてもよい。
【００３９】
　図１４，１５に示すように、フィン３１を縦方向に形成し、このフィン３１を、横方向
に複数並設してもよいし、図１６，図１７に示すように、フィン３１を横方向に形成し、
このフィン３１を、縦方向に複数並設してもよい。
【００４０】
　その他の構造は、前記実施例１，２と同様であるのでその説明を省略する。
【００４１】
　本実施例３においても、上記実施例１，２と同様の作用、効果を奏する。
【００４２】
　本実施例３では、更に、放熱用のフィン３１を設けたことにより、補助タンク２内の燃
料を冷やし、燃料に含まれる気泡の抜けをよくし、高圧燃料ポンプ１４により燃料噴射部
４に燃料をより安定して供給することができる。
【００４３】
　［実施例４］
　上記実施例３では、補助タンク２のケース９の下部に放熱用のフィン３１を形成したが
、補助タンク２のケース９の下部、すなわち、下側ケース９ｂの外周部に冷却水を導入す
る構成とし、冷却水により補助タンク２内の燃料を冷却するようにしてもよい。
【００４４】
　その他の構造は、上記実施例１，２と同様であるのでその説明を省略する。
【００４５】
　本実施例４においても、上記実施例３と同様の作用、効果を奏する。
【００４６】
　［実施例５］
　上記実施例１～４においては、スロットルボデー３と補助タンク２を別体で構成し、補
助タンク２をスロットルボデー３の下部に固設したが、図１８，図１９に示すように、ス
ロットルボデー３と補助タンク２の上側ケース９ａとを一体に形成するようにしてもよい
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。
【００４７】
　その他の構造は、上記実施例１～４と同様であるのでその説明を省略する。
【００４８】
　本実施例５においても、上記実施例１～４と同様の作用、効果を奏する。
【００４９】
　本実施例５では、更に、スロットルボデー３と補助タンク２の上側ケース９ａとを一体
に形成したことにより、部品点数を削減し、製造コストを削減できる。
【００５０】
　［実施例６］
　上記実施例１～５においては、スロットルボデー３の下部に補助タンク２を設けたが、
補助タンク２は、スロットルボデー３の近傍に設けられていればよく、例えば図２０，図
２１に示すように、スロットルボデー３の側方に補助タンク２を配置するとともに、連結
部材４３を介して、補助タンク２をスロットルボデー３に固設するようにしてもよい。
【００５１】
　なお、連結部材４３を用いず、補助タンク２をスロットルボデー３に固設しなくてもよ
い。
【００５２】
　その他の構造は、上記実施例１～５と同様であるのでその説明を省略する。
【００５３】
　本実施例６においても、補助タンク２は、スロットルボデー３の近傍に設けられている
ことにより、高圧燃料ホース３０の長さを、前記従来技術のものよりも短くすることがで
き、上記実施例１～５と同様の作用、効果を奏する。
【００５４】
　［実施例７］
　上記実施例１～６においては、補助タンク２内に高圧燃料ポンプ１４を設けたが、図２
２に示すように、高圧燃料ポンプ４１を補助タンク２Ａの外側で、かつ、下流側に設ける
とともに、高圧燃料ポンプ４１の下流側にプレッシャレギュレータ２０Ａを設けるように
してもよい。
【００５５】
　その他の構造は、上記実施例１～６と同様であるのでその説明を省略する。
【００５６】
　本実施例７においても、上記実施例１～６と同様の作用、効果を奏する。
【符号の説明】
【００５７】
　１　燃料噴射装置
　２，２Ａ補助タンク
　３　スロットルボデー
　４　燃料噴射部
　５　燃料タンク
　９　ケース
　１０　フロート　
　１０ｂ　凹部
　１４，４１　高圧燃料ポンプ
　２０，２０Ａプレッシャレギュレータ
　３１　フィン
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